（２）みよし市障がい者相談支援事業について
１、今後の障がい者相談支援事業について（案）

　○現状と課題
· 第１回全体会の報告を基に、みよし市障がい者自立支援協議会から市長宛に要望書をいただいた。
· 福祉課としてもみよし市障がい者相談支援事業の拡充が必要と判断し、来年度の予算要求に反映するよう、財政部局に要求した。
○来年度の障がい者相談支援事業

· 来年度のみよし市障がい者相談支援事業については、委託事業所説明会を開催し、共通理解を図る。

· 各相談支援事業所、各相談支援専門員が孤立することのないよう、定期的に集まる機会を設け、情報交換や圏域アドバイザーからのスーパーバイズの機会（新規）を設ける。

２、精神障がい者相談支援・当事者支援事業

· 委託事業所：２ヵ所（地域活動支援センターサン・クラブ、相談支援事業所希望）
· 各事業所が月に２回ずつみよし市に出張してきて事業を行っている。

　○実績（平成２２年４月～平成２３年１月の１１ヶ月）
	事業所名
	事業名
	形態
	参加

人数
	左記のうち

家族再掲

	サン・クラブ（第１，３木曜）
	相談支援
	家族相談
	４
	

	
	
	本人相談
	１
	

	
	
	当事者活動
	６０
	１６

	
	当事者支援
	５６
	１５

	希望

（第２，４木曜）
	相談支援
	家族相談
	４
	

	
	
	本人相談
	２
	

	
	
	当事者活動
	４２
	９

	
	当事者支援
	４６
	１１

	合　　　計
	２１５
	５１


　

　○活動場所について
中央公民館で事業を行っていたが、平成２２年１２月で閉館となり、事業開催場所の変更を余儀なくされる。場所の変更について事業に参加している当事者や事業所に候補地を見学してもらって、意見も聞き、青少年ホームに決定し、平成２３年１月から事業を行っている。

青少年ホームに移動して２ヶ月間事業を行ってきたが、施設の立地場所が公共交通機関では通いにくく、また坂を登る途中にある施設であり、施設がある場所は静かで良いが、参加人数が減少してしまい、当事者や事業所から場所変更について話しが出ている。

３、精神保健福祉ボランティア育成講座事業

· 事業目的：みよし市には、精神保健福祉ボランティア団体「れんげの会」があり、
みよし地域精神障害者家族会「ゆうゆう会」の活動支援を主に活動している。障がい者が地域で安心して暮らしていくには、地域住民の理解と関わりが不可欠となっていて、こころのバリアを取り払った地域住民の育成のためにボランティア育成講座を開催し、同時に一般市民の精神障がいに対する理解を深めてもらう。

· 委託事業所：地域活動支援センターサン・クラブ

· 講座参加者：８名

· 講座内容などについては、サン・クラブから報告

４、精神障がい者家族会支援事業

· 事業目的：障がいのある方を持つ家族の悩みや苦労は同じ境遇の家族でしか分か

らないことも多く、そのことを支えるものとして家族会が形成されている。みよし地域精神障害者家族会「ゆうゆう会」は運営を家族のみで行い、事務局などの支援者がいない状況で運営されている。家族が相談できる場の充実を図ることから、精神保健福祉士などの福祉専門職による支援事業を開催し、家族懇談会や病気の勉強会を開催している。

· 委託事業所：相談支援事業所希望

· 参加者実績：平成２２年１２月３日（家族懇談会）

　　　　　　　　　家族１１名、事業所希望（小林氏）、衣浦東部保健所（平末氏）、
福祉課（伊豆原）

　　　　　　　　平成２３年１月２１日（病気による勉強会、家族懇談会）

　　　　　　　　　家族８名、事業所希望（小林氏）、福祉課（伊豆原）

　　　　　　　　平成２３年２月２５日（病気による勉強会、家族懇談会）

　　　　　　　　　家族１１名、事業所希望（小林氏）、衣浦東部保健所（平末氏）、
福祉課（伊豆原）

· 事業内容などについては、希望から報告

